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「
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
祭
２
０
１
８
」

（
主
催
：
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
祭
実
行

委
員
会
、
社
会
福
祉
法
人
岩
手
県
社

会
福
祉
協
議
会
）
は
、
9
月
2
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
24
回
目
と
な
っ
た
「
ふ
れ

あ
い
ラ
ン
ド
祭
」
で
は
、「
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
」（
盛
岡
市
立
見
前
南

中
学
校
吹
奏
楽
部
、
岩
手
大
学
民
俗

芸
能
サ
ー
ク
ル
ば
っ
け
、
男
性
保
育

士
連
チ
ー
ム
フ
ァ
ン
タ
ジ
ス
タ
、
橘

和
徳
ラ
イ
ブ
等
）
な
ど
の
ほ
か
、「
体

験
コ
ー
ナ
ー
」（
福
祉
体
験
［
白
杖
・

点
字
］、
車
い
す
体
験
、
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
体
験
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

体
験
等
）や
、
イ
ベ
ン
ト（
屋
台
ひ

ろ
ば
、
ふ
れ
あ
い
マ
ル
シ
ェ
、
い
わ

な
の
つ
か
み
ど
り
、
ふ
れ
あ
い
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
等
）
な
ど
が
実
施
さ
れ
、

延
べ
1
万
9
千
１
４
８
人
が
20
以
上

の
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ー
ナ
ー
を
訪
れ
ま

し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手
の
利
用
者

は
、
平
成
6
年
12
月
の
開
館
以
来

５
０
０
万
人
に
達
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
利
用
者
の
皆
様
の
ご
意
見
を
活

か
し
な
が
ら
、
よ
り
利
用
し
や
す
い

施
設
を
目
指
し
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努

め
て
い
き
ま
す
。
皆
様
の
ご
利
用
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

第
71
回
岩
手
県
社
会
福
祉
大
会
（
主
催
：
岩
手

県
社
会
福
祉
協
議
会
・
岩
手
県
共
同
募
金
会
・
岩

手
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
）
が
10
月
31
日

に
岩
手
県
民
会
館
で
開
催
さ
れ
、
社
会
福
祉
関
係

者
等
、
約
１
，５
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
物
故
社
会
福
祉
事
業
関
係
者
追
悼

の
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
後
、
永
年
の
功
績
を
称
え
、

個
人
７
２
２
名
、
16
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
「
家
族
と
漫
画
と
東
日
本
大
震
災

と
」
と
題
し
、
漫
画
家
の
団
士
郎
氏
の
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
7
年
が
経
過

し
た
状
況
の
な
か
、「
共
に
生
き
、
共
に
支
え
合

う
福
祉
社
会
の
実
現
」
の
た
め
、
大
会
宣
言
を
採

択
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

ふ れ あ い ラ ン ド 祭

1万9千人余に参加いただきました

岩
手
県
社
会
福
祉
大
会
開
催

1 岩手県知事表彰 （22名、3団体）
　⑴　社会福祉団体の役員	 2名
　⑵　民生委員・児童委員	 9名
　⑶　社会福祉施設長又は従事者	 6名
　⑷　社会奉仕功労者並びに団体	 2名、3団体
　⑸　更生援護事業従事者	 3名

2 岩手県知事感謝状　在宅介護者 （15名）

3 岩手県社会福祉大会長表彰 （119名、13団体）
　⑴　社会福祉事業功労者（19名）
　　①　社会福祉協議会役職員	 2名
　　②　社会福祉団体役職員	 5名
　　③　民生委員・児童委員	 3名
　　④　民間社会福祉施設役職員	 9名
　⑵　ボランティア活動功労者、団体（9団体）
　⑶　共同募金運動功労者、団体（33名、4団体）
　⑷　永年勤続功労者（67名）

4 岩手県社会福祉大会長褒賞　在宅介護者 （49名）　

5 岩手県民生委員児童委員協議会会長表彰 （517名）
　⑴　永年勤続民生委員・児童委員	 507名
　⑵　永年勤続退任民生委員・児童委員	 6名
　⑶　永年勤続単位民生委員児童委員協議会会長・副会長	 4名

表彰区分別被表彰者数
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株
式
会
社
小
田
島

　
連
合
東
京

　

株
式
会
社
小
田
島
の
小
田
島
欣
一
郎
代
表
取

締
役
社
長
は
、
9
月
19
日
に
岩
手
県
社
会
福
祉

協
議
会
を
訪
れ
、
同
社
が
創
立
70
周
年
を
迎
え

る
に
当
た
っ
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
た
め
、
本

会
に
車
椅
子
１
０
０
台
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
贈

呈
式
で
は
、
小
田
島
社
長
か
ら
「
弊
社
が
創
立

70
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
、
ひ
と
え
に
お
客

様
と
地
域
の
皆
様
の
支
援
の
お
か
げ
で
す
。
節

目
を
迎
え
、
感
謝
の
気
持
ち
を
ど
う
表
し
た
ら

い
い
の
か
検
討
し
、
車
椅
子
を
贈
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
車
椅
子
を
必
要
と
し
て
い
る
方
々
に
、

幅
広
く
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
が
あ
り
、
岩
手
県
社
会

福
祉
協
議
会
の
長
山
洋
会
長
に
目
録
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

長
山
会
長
は
「
㈱
小
田
島
様
は
、
東
日
本
大

震
災
津
波
で
は
緊
急
医
薬
品
の
供
給
や
雇
用
創

出
、
平
成
28
年
の
台
風
10
号
災
害
で
は
被
災
し

た
建
物
内
の
清
掃
や
周
辺
に
堆
積
し
た
汚
泥
の

撤
去
な
ど
、
復
旧
作
業
に
貢
献
さ
れ
た
と
伺
っ

て
い
ま
す
。
本
日
寄
贈
い
た
だ
い
た
車
椅
子
は
、

県
内
の
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
、
在
宅
の

高
齢
者
や
障
が
い
を
持
た
れ
て
い
る
方
々
へ
の

貸
出
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

も
た
ち
は
中
学
２
年
生
に
な
り
ま
し
た
。
た
と

え
親
元
か
ら
離
れ
て
い
て
も
、
職
員
に
見
守
ら

れ
元
気
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
寄
付
を
い
た
だ

き
、
そ
ば
に
い
な
い
大
人
も
見
守
っ
て
く
れ
て

い
る
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

連
合
東
京
は
、
今
回
、
県
内
の
児
童
養
護
施

設
な
ど
11
か
所
に
子
ど
も
た
ち
の
生
活
が
充
実

す
る
た
め
の
物
品
購
入
や
行
事
開
催
経
費
等
と

し
て
計
１
１
０
万
円
を
贈
呈
し
た
ほ
か
、
岩
手

県
学
校
生
活
協
同
組
合
の
「
社
会
貢
献
事
業
」

を
通
じ
て
、
被
災
地
の
学
校
に
必
要
な
物
品
購

入
等
と
し
て
支
援
金
計
３
０
０
万
円
を
贈
呈
し

て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
津
波
被
災
３
県
を
支
援
し
て

い
る
連
合
東
京
（
岡
田
啓
会
長
）
か
ら
の
寄
付

金
贈
呈
式
が
9
月
27
日
、
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩

手
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
岡
田
会
長
か
ら
「
被
災
３
県

の
た
め
役
立
て
て
ほ
し
い
と
匿
名
で
寄
付
を
い

た
だ
き
、
各
県
の
連
合
と
活
用
を
検
討
し
ま
し

た
。
未
来
、
そ
し
て
将
来
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。
今
後
も
協
力

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
」
と
挨
拶
が
あ
り
、
岩

手
県
社
会
福
祉
協
議
会
児
童
福
祉
施
設
協
議
会

の
鈴
木
美
津
子
会
長
ほ
か
出
席
し
た
施
設
長
な

ど
に
目
録
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
会
長
は
「
震
災
の
翌
月
、
被
災
地
の
寒

い
体
育
館
で
小
学
校
の
入
学
式
を
迎
え
た
子
ど

は
、
地
域
の
皆
様
の
お
役
に
立
つ
よ
う
、
相
互

扶
助
の
精
神
で
加
盟
22
社
、３
，０
０
０
人
の
職

員
が
力
を
合
わ
せ
て
社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
今
回
の
寄
贈
が
少
し
で
も
お
役

に
立
て
ば
光
栄
で
す
」
と
挨
拶
し
、
出
席
し
た

施
設
・
団
体
役
職
員
に
目
録
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

岩
手
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
新
屋
専
務
理
事

は
「
長
年
に
わ
た
り
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
に
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
い
た

だ
い
た
車
両
や
車
椅
子
、
助
成
金
は
、
そ
れ
ぞ

れ
地
域
福
祉
の
向
上
、
施
設
利
用
者
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
、
障
が
い
を
も
つ
方
へ
の
支
援
活
動
充

実
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

同
協
会
で
は
加
盟
各
社
職
員
の
募
金
を
活
用

し
、
平
成
3
年
か
ら
毎
年
、
福
祉
巡
回
車
両
や

車
椅
子
な
ど
を
寄
贈
し
て
お
り
、
今
回
で
28
回

目
と
な
り
ま
す
。
福
祉
巡
回
車
両
は
久
慈
市
社

会
福
祉
協
議
会
に
、
車
椅
子
8
台
は
県
内
の
障

害
者
福
祉
施
設
な
ど
8
か
所
に
寄
贈
さ
れ
、
障

が
い
者
支
援
団
体
助
成
金
は
岩
手
県
断
酒
連
合

会
と
岩
手
中
途
失
明
者
の
会
に
寄
付
さ
れ
ま
し

た
。

　

10
月
17
日
、
一
般
社
団
法
人
生
命
保
険
協
会

岩
手
県
協
会（
千
崎
和
夫
会
長
）か
ら
、
福
祉
巡

回
車
両
、
自
走
式
車
椅
子
の
寄
贈
と
障
が
い
者

支
援
団
体
助
成
金
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手
で
行
わ
れ
た
寄
贈
式

で
千
崎
会
長
は
「
生
命
保
険
協
会
岩
手
県
協
会

岩
手
県
内
児
童
養
護
施
設
等
へ
の

寄
付
金
贈
呈
式

平
成
30
年
度
福
祉
巡
回
車
両・

福
祉
機
器・活
動
助
成
金
寄
贈
式

車
椅
子
贈
呈
式

　
一
般
社
団
法
人
生
命
保
険
協
会
岩
手
県
協
会

皆様のご支援
ありがとうございました

東日本大震災被災者支援、地域福祉推進のため
ご寄付いただき、感謝申し上げます。

［9月6日～11月1日］
株式会社ブリッジ	 （2件）	 50,000円
株式会社小田島	 （1件）	2,632,000円
名郷根　法育	 （1件）	 1,000円
名郷根　博明	 （1件）	 1,000円
名郷根　和博	 （1件）	 1,000円



賠
償
責
任

園
児
傷
害

賠償・傷害のセットプランをおすすめします！！

保険金額

賠
償
責
任

園
児
傷
害

年間保険料
定員数 保険料

保険金額 年間保険料
定員数 保険料

セットプラン
基本セット補償

天災セット補償

対人賠償
対物賠償
受託物賠償
　
人格権侵害
事故対応特別費用
被害者対応費用
　
死亡保険金
後遺障害保険金
入院保険金
通院保険金

1名→1億円　1事故→7億円
1事故→1,000万円
200万円（自己負担なし）
うち現金補償→20万円限度
期間中→1,000万円
期間中→500万円
1事故→10万円限度
（見舞金・見舞品は1名につき5万円限度）
121.2万円
程度に応じて死亡保険金額の4％～100％
1,700円*
1,100円

41～50名
51名以降　　　　
1～10名増ごとに
90名まで　　　　

91～100名
101名以降　　　
1～10名増ごとに
150名まで　　　

151名以降　　　
1～10名増ごとに

22,700円

1,200円

29,300円

1,200円

1,420円

園児1名
1口あたり
（2口まで加入できます）

870円

対人賠償
対物賠償
受託物賠償
　
人格権侵害
事故対応特別費用
被害者対応費用
　
死亡保険金
後遺障害保険金
入院保険金
通院保険金

1名→2億円　1事故→10億円
1事故→1,000万円
200万円（自己負担なし）
うち現金補償→20万円限度
期間中→1,000万円
期間中→500万円
1事故→10万円限度
（見舞金・見舞品は1名につき5万円限度）
108万円
程度に応じて死亡保険金額の4％～100％
1,500円*
1,000円

41～50名
51名以降　　　　
1～10名増ごとに
80名まで　　　　

81～90名
91～100名
101名以降　　　
1～10名増ごとに
150名まで　　　

　

151名以降　　　
1～10名増ごとに

28,000円

1,500円

33,900円
36,200円

1,500円

1,800円

園児1名
1口あたり
（2口まで加入できます）

1,190円

基本セット補償保険料計算例
100名で加入の場合

賠償

傷害
870円
×100名
×1口

合計

29,300円

87,000円

116,300円

＊手術保険金のお支払額は、入院中
の手術の場合：入院保険金日額の
10倍、外来の手術の場合：入院保
険金日額の5倍となります。

http://www.fukushihoken.co.jp

ふくしの保険 検 索

●簡単、便利な
　インターネットで手続きを

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

◆加入対象は社会福祉法人等が運営
　する認可保育所、認定こども園

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３

〈引受幹事
保険会社〉

受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3 を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

（保険期間 1年）

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７

プラン 2
保育所利用者の補償

❶園児の傷害事故補償　
❷来園者の傷害事故補償
❸園児送迎車搭乗中の傷害事故補償

プラン 4
社会福祉法人役員の補償 　　社会福祉法人役員等の賠償責任補償

プラン 3
保育所職員の補償

❶保育所職員の労災上乗せ補償
❷保育所職員の傷害事故補償
❸保育所職員の感染症罹患事故補償

個別プラン

プラン 1
保育所業務の補償

新設

改定

平成30年度

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、個人情報取扱事業者賠償責任保険、学校契約団体傷害保険、普通傷害保険、労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

〈SJNK17-17292 2018.1.12作成〉

❶基本補償
　　オプション4クレーム対応サポート補償
❷個人情報漏えい対応補償
❸保育所の什器・備品損害補償
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人
／
長
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洋　

◆
編
集
人
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新
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浩
二　

◆
発
行
所
／
岩
手
県
社
会
福
祉
協
議
会
・
岩
手
県
共
同
募
金
会　

◆
定
価
２
０
０
円
（
県
社
協
会
費
に
は
本
誌
の
購
読
料
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
）

◆
平
成
30
年
度
／
６
２
５
号
（
隔
月
発
行
）　

◆
〒
０
２
０ｰ

０
８
３
１ 

岩
手
県
盛
岡
市
三
本
柳
８ｰ

１ｰ

３
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手
内　

電
話
０
１
９ｰ

６
３
７ｰ

４
４
６
６　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
９ｰ

６
３
７ｰ

４
２
５
５

※
こ
の
広
報
誌
は
発
行
経
費
の
一
部
と
し
て
共
同
募
金
の

　
配
分
金
を
受
け
て
い
ま
す

（

）

広報誌「パートナー」は本会のホームページでもご覧になれます。
お問い合わせは岩手県社会福祉協議会総務部まで ☎019ｰ637ｰ4466

　 岩手県社会福祉協議会ホームページアドレス
http://www.iwateｰshakyo.or.jp/
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